
昨
年
10
月
の
総
選
挙
で
自
民
、
公
明
の
与

党
が
衆
議
院
で
過
半
数
割
れ
し
、
そ
の
政
治

的
激
動
が
続
く
中
で
の
２
０
２
５
年
の
幕
開

け
で
す
。

総
選
挙
で
の
「
自
公
ノ
ー
」
の
厳
し
い
審

判
に
よ
っ
て
、
自
民
党
政
治
に
代
わ
る
「
新

し
い
政
治
」
を
模
索
・
探
求
す
る
新
し
い
政

治
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
民
の

声
に
こ
た
え
、
各
党
が
行
き
詰
ま
っ
た
自
民

党
政
治
に
代
わ
る
「
新
し
い
政
治
」
の
道
筋

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
公
へ
の
審
判
の
大
き
な
要
因
が
裏
金
問

題
で
し
た
。
裏
金
問
題
の
解
明
と
対
策
に
国

民
の
納
得
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
夏
の
都
議

選
、
参
院
選
で
自
民
党
、
公
明
党
に
再
び
厳

し
い
審
判
が
下
さ
れ
、
参
院
で
も
自
公
が
過

半
数
割
れ
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

裏
金
問
題
の
真
相
解
明
、
企
業
・
団
体
献

金
禁
止
は
通
常
国
会
へ
と
先
送
り
さ
れ
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
最
大
焦
点
と
な
り
ま
す
。

自
民
党
は
あ
く
ま
で
企
業
・
団
体
献
金
に

固
執
し
て
い
ま
す
。
巨
額
の
政
党
助
成
金
を

受
け
取
る
と
同
時
に
、
企
業
・
団
体
に
政
治

資
金
を
依
存
す
る
体
質
を
改
め
ら
れ
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
ゆ
が
み
を
た
だ
す

企
業
・
団
体
献
金
へ
の
依
存
は
、
政
治
腐

敗
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
大
企
業
優
位
の
税

財
政
の
ゆ
が
み
と
不
可
分
で
す
。
大
企
業
の

利
益
優
先
の
政
治
が
、
日
本
経
済
の
土
台
を

も
掘
り
崩
し
、
「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
い
う

経
済
停
滞
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
新
た
な
局
面
の
も
と
で
、

国
民
の
切
実
な
要
求
実
現
に
全
力
を
尽
く
す

と
と
も
に
、
日
本
の
政
治
の
「
二
つ
の
異
常
」

を
お
お
も
と
か
ら
た
だ
す
こ
と
を
提
起
し
て

い
ま
す
。

一
つ
は
、
財
界
・

大
企
業
中
心
の
政
治

の
ゆ
が
み
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。
巨
額
の

利
益
を
得
て
い
る
大

企
業
や
富
裕
層
へ
の

利
益
優
先
の
政
治
の
是
正
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
が
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
政
治
の

転
換
で
す
。
ア
メ
リ
カ
を
喜
ば
せ
る
大
軍
拡

予
算
は
ア
ジ
ア
の
軍
事
的
緊
張
を
激
化
さ
せ

る
だ
け
で
す
。
憲
法
９
条
に
基
づ
く
平
和
外

交
へ
の
転
換
は
急
務
で
す
。
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住民こそ主人公・住民のための市政を

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
総
選
挙
で
、
自
公
政
権
が
少
数
与
党
に

追
い
込
ま
れ
た
最
大
の
要
因
は
、
裏
金
問
題
を
ス

ク
ー
プ
し
た
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
大
き

な
誇
り
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
議
席
は
後
退
さ
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
都
議
選
、
参
議
院
選

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

諸
要
求
実
現
と
選
挙
で
の
前
進
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
ま
す
。
引
き
続
き
大
き
な
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
１
月

日
本
共
産
党
相
模
湖
支
部

真
の
政
治
改
革
で
希
望
の
年
に



焼
山
は
丹
沢
の
主
脈
縦

走
路
に
あ
り
、
青
野
原
の

焼
山
登
山
口
か
ら
登
っ
て
、

最
初
の
ピ
ー
ク
で
す
。
私

は
登
山
口
近
く
の
諏
訪
神

社
で
安
全
登
山
を
祈
願
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

登
り
出
し
て
暫
く
、
杉
や
桧
の
林
の
中
を
進

ん
で
行
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
尾
根
道
に
な
る
と

雑
木
林
に
な
り
、
明
る
く
な
り
、
周
囲
の
眺
め

も
多
少
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
先
登

山
道
の
傾
斜
が
き
つ
く
な
り
、
乾
い
た
砂
混
じ

り
で
ザ
ラ
ザ
ラ
と
す
べ
り
や
す
く
、
ロ
ー
プ
が

付
い
て
い
る
の
で
気
を
付
け
て
登
り
ま
す
。
危

険
な
所
を
登
り
切
れ
ば
再
び
杉
林
に
な
り
頂
上

は
近
い
で
す
。
シ
ラ
カ
バ
の
木
が
植
え
ら
れ
て

い
て
そ
の
上
が
山
頂
で
す
。
標
高
は
約
一
、
〇

六
〇
Ｍ
で
、
青
根
・
青
野
原
・
鳥
屋
の
境
界
に

な
っ
て
い
て
、
山
頂
に
10
Ｍ
位
の
鉄
骨
展
望
台

が
建
っ
て
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
登
っ
て
見
る
と
、

近
く
青
い
湖
面
の
宮
ヶ
瀬
湖
が
見
下
ろ
せ
、
北

東
方
面
は
広
く
関
東
平
野
、
遠
く
に
日
光
連
山

ま
で
確
認
で
き
、
北
西
は
高
尾
山
か
ら
生
藤
山
、

上
野
原
方
面
が
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
方

に
は
こ
れ
か
ら
続
く
丹
沢
の
山
々
で
富
士
山
が

見
え
な
い
の
が
残
念
で
す
。

焼
山
の
名
は
、
昔
は
麓
の
家
の
茅
葺
屋
根
の

材
料
を
採
る
茅
場
だ
っ
た
の
で
、
定
期
的
に
山

を
焼
い
て
い
た
と
の
説
明
板
が
あ
り
ま
し
た
。

（
二
〇
二
三
年
一
月
十
一
日
歩
く
）
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山

津
久
井
の
低
山

⑬

焼
山(

一
〇
五
九
・
六
Ｍ)

軍
事
費

文
教
予
算
の
２
倍
に

石
破
政
権
は
２
０
２
５
年
度
予
算
案
で
、
軍
事
費

（
防
衛
省
予
算
）
に
、
初
の
８
兆
円
超
え
と
な
る
８

兆
７
０
０
５
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
）
。

24
年
度
よ
り
約
７
５
０
０
億
円
（
約
９
％
）
増
え
、

11
年
連
続
で
過
去
最
大
を
更
新
。

軍
事
費
の
規
模
は
、
文
教
関
係
費
（
４
兆
１
２
７

５
億
円
）
の
２
・
１
倍
、
中
小
企
業
対
策
費
（
１
６

９
５
億
円
）
の
約
51
倍
に
達
し
ま
す
。
大
軍
拡
が
暮

ら
し
を
支
え
る
予
算
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。


